
次
じ ごう

号の発
はっ こう よ てい

行予定は 2009 年
ねん

6 月
がつ

です。区
く やく しょ

役所、しんじゅく多
た ぶん か きょう せい

文化共生プラザ、出
しゅっ ちょう じょ

張所、図
と しょ かん

書館など各
かく こう きょう し せつ

公共施設で配
はい ふ

布しています。

2009 年
ねん

3 月
がつ

25 日
にち

発
はっ

行
こう

発
はっ

行
こう

   新
しん じゅく く

宿区地
ち いき ぶん か ぶ

域文化部文
ぶん

化
か

観
かん

光
こう

国
こく

際
さい

課
か

電
でん

話
わ

：03-5273-3504

FAX：03-3209-1500

〒 160-8484 東
とうきょうと

京都新
しんじゅくく

宿区歌
か ぶ き ちょう

舞伎町 1-4-1

第
だい

16号
ごう

各
かく

担
たん

当
とう

部
ぶ

署
しょ

に問
と

い合
あ

わせる場
ば

合
あい

は、日
に

本
ほん

語
ご

でお問
と

い合
あ

わせください

新
しん

宿
じゅく

生
せい

活
かつ

スタートブック、SHINJUKU　CITY　GUIDE　MAP、外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

ビデオ・DVD「はじめまして　新
しん

宿
じゅく

」は

外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

ホームページで見
み

ることもできます。

日
に

本
ほん

語
ご

　　http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/foreign/japanese/

英
えい

　語
ご

　　http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/foreign/english/

中
ちゅう

国
ごく

語
ご

　　http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/foreign/chinese/

ハングル　http://www.city.shinjuku.tokyo.jp/foreign/korean/

 新
しん

宿
じゅく

区
く

には、約
やく

3 万
まん

3 千
ぜん

人
にん

（区
く

民
みん

の約
やく

10％）の外
がい

国
こく

人
じん

が暮
く

らしています。新
しん

宿
じゅく

区
く

では、外
がい

国
こく

人
じん

が多
おお

く住
す

むまち

ということを積
せっ

極
きょく

的
てき

な特
とく

徴
ちょう

として捉
とら

え、プラスメッセージ

あなたの生活を

応援します
として発

はっ

信
しん

する「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のまちづくり」を進
すす

めています。

 今
こん

回
かい

、新
しん

宿
じゅく

生
せい

活
かつ

スタートブック、SHINJUKU	CITY	GUIDE	MAP、外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

ビデオ・DVD「はじめまして 新
しん

宿
じゅく

」が完
かん

成
せい

しました。日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

を知
し

り、地
ち

域
いき

で充
じゅう

実
じつ

した生
せい

活
かつ

を送
おく

るために役
やく

立
だ

ててください。

せい　かつ

おう　えん

新
し ん

宿
じゅく

生
せ い

活
か つ

スタートブック
Shinjuku City 

Guide Map

外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

ビデオ・DVD

「はじめまして　新
し ん

宿
じゅく

」

　主
おも

に来
らい

日
にち

間
ま

もない外
がい

国
こく

人
じん

区
く

民
みん

のみな

さんに、暮
く

らしに必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

や生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

・ルールなどをイラストを交
まじ

えてわ

かりやすく説
せつ

明
めい

した入
にゅう

門
もん

ガイドです。

　先
せん

輩
ぱい

が日
に

本
ほん

でしてしまった失
しっ

敗
ぱい

エピ

ソードやアドバイスなども掲
けい

載
さい

してい

るので、同
おな

じ失
しっ

敗
ぱい

をしないように気
き

を

つけよう！

配
はい

布
ふ

場
ば

所
しょ

　外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

窓
まど

口
ぐち

（新
しん

規
き

登
とう

録
ろく

者
しゃ

の方
かた

に配
はい

布
ふ

）、しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザなど

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

　日
に

本
ほん

語
ご

ルビ付
つ

き、英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、ハングル

　図
と

書
しょ

館
かん

やスポーツ施
し

設
せつ

、学
がっ

校
こう

、公
こう

園
えん

、

救
きゅう

急
きゅう

病
びょう

院
いん

、駅
えき

など、みなさんの暮
く

ら

しに必
ひつ

要
よう

な主
おも

な公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

を掲
けい

載
さい

した

ガイドマップです。災
さい

害
がい

や病
びょう

気
き

などの

いざという時
とき

にも役
やく

立
だ

ちます。

　みなさんも外
がい

出
しゅつ

時
じ

にはバックに入
い

れて持
も

ち歩
ある

こう♪

配
はい

布
ふ

場
ば

所
しょ

　区
く

役
やく

所
しょ

、特
とく

別
べつ

出
しゅっ

張
ちょう

所
じょ

、し

んじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザなど

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

　地
ち

図
ず

情
じょう

報
ほう

：英
えい

語
ご

（一
いち

部
ぶ

日
に

本
ほん

語
ご

併
へい

記
き

）	

巻
かん

末
まつ

施
し

設
せつ

一
いち

覧
らん

：日
に

本
ほん

語
ご

ルビ付
つ

き、英
えい

語
ご

、

中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、ハングル

　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

や相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

、多
た

言
げん

語
ご

の発
はっ

行
こう

物
ぶつ

などみなさんに役
やく

立
だ

つ情
じょう

報
ほう

を映
えい

像
ぞう

と音
おん

声
せい

でお伝
つた

えします。また、日
に

本
ほん

で

注
ちゅう

意
い

しなければいけない生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

や

ルール、地
じ

震
しん

などの災
さい

害
がい

への備
そな

え、地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

への参
さん

加
か

など、みなさんの生
せい

活
かつ

をより充
じゅう

実
じつ

させるための情
じょう

報
ほう

も多
おお

く盛
も

り込
こ

んでいます。

内
ない

容
よう

①サービス編
へん

（5分
ふん

程
てい

度
ど

）

②生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

編
へん

（5分
ふん

程
てい

度
ど

）

③コミュニティ編
へん

（5分
ふん

程
てい

度
ど

）

貸
かし

出
だし

場
ば

所
しょ

　しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラ

ザ、区
く

政
せい

情
じょう

報
ほう

センター、中
ちゅう

央
おう

図
と

書
しょ

館
かん

、

四
よつ

谷
や

図
と

書
しょ

館
かん

（ビデオのみ）

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

　

日
に

本
ほん

語
ご

、英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、

ハングル

応援します応援します



ちりも積もれば山となる

知って得する  　節約術

電
でん

気
き

・ガス・水
すい

道
どう

代
だい

など、無
む

駄
だ

な出
しゅっ

費
ぴ

をして

いませんか？普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

で少
すこ

し気
き

をつければ

無
む

駄
だ

な生
せい

活
かつ

費
ひ

を減
へ

らすことができます。簡
かん

単
たん

にできる節
せつ

約
やく

のポイントを紹
しょう

介
かい

しますので、

みなさんもチャレンジしてみよう。

電
でん

気
き

代
だい

　電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

は機
き

器
き

によってコンセントにつ

なげておくだけでも電
でん

気
き

を消
しょう

費
ひ

しています。

使
し

用
よう

しない時
じ

間
かん

が長
なが

い家
か

電
でん

製
せい

品
ひん

はこまめに

コンセントを抜
ぬ

くことを習
しゅう

慣
かん

にしましょう。

　また、よく使
つか

う電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

についてはスイッチ付
つ

きコンセン

トを活
かつ

用
よう

し、待
たい

機
き

電
でん

力
りょく

を減
へ

らしましょう。

テレビ

　テレビのつけっぱなしは電
でん

気
き

代
だい

の無
む

駄
だ

です。見
み

ていないと

きには消
け

しましょう。多
た

少
しょう

面
めん

倒
どう

でも、主
しゅ

電
でん

源
げん

から切
き

るとさ

らに効
こう

果
か

的
てき

です。

冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

　物
もの

を詰
つ

め込
こ

みすぎると冷
れい

気
き

の流
なが

れが悪
わる

くなり、消
しょう

費
ひ

電
でん

力
りょく

が

高
たか

くなります。多
おお

くても8割
わり

程
てい

度
ど

に収
おさ

めましょう。

洗
せん

濯
たく

機
き

　洗
せん

濯
たく

物
もの

は洗
せん

濯
たく

機
き

の容
よう

量
りょう

の 8割
わり

程
てい

度
ど

で洗
せん

濯
たく

するのが基
き

本
ほん

で

す。洗
せん

濯
たく

物
もの

は多
おお

すぎても、少
すく

なすぎても電
でん

気
き

代
だい

が無
む

駄
だ

になっ

てしまうので、気
き

をつけましょう。

　また、洗
せん

剤
ざい

も適
てき

量
りょう

を守
まも

りましょう。洗
せん

剤
ざい

の量
りょう

が多
おお

いとすす

ぎに時
じ

間
かん

がかかってしまい、水
みず

、電
でん

気
き

の無
む

駄
だ

使
づか

いにつながり

ます。

照
しょう

明
めい

　白
はく

熱
ねつ

電
でん

球
きゅう

と蛍
けい

光
こう

灯
とう

の使
つか

い分
わ

けをしましょう。蛍
けい

光
こう

灯
とう

の電
でん

気
き

代
だい

は白
はく

熱
ねつ

電
でん

球
きゅう

の 5分
ぶん

の 1以
い

下
か

になります。蛍
けい

光
こう

灯
とう

はスイッチ

をつける時
とき

に一
いち

番
ばん

電
でん

気
き

を消
しょう

費
ひ

します。場
ば

合
あい

によってはつけた

ままの方
ほう

が節
せつ

約
やく

になります。また、ついたり消
き

えたりする状
じょう

態
たい

の切
き

れかかっている蛍
けい

光
こう

灯
とう

は、普
ふ

通
つう

の状
じょう

態
たい

よりも多
おお

くの電
でん

気
き

を消
しょう

費
ひ

していますので、早
はや

めに新
あたら

しいものに交
こう

換
かん

しましょ

う。

ガス代
だい

　ガスコンロで調
ちょう

理
り

する場
ば

合
あい

は中
ちゅう

火
び

でしましょう。強
つよ

火
び

や弱
よわ

火
び

にくらべ

無
む

駄
だ

がなく経
けい

済
ざい

的
てき

です。炎
ほのお

が鍋
なべ

底
ぞこ

か

らはみ出
で

ないように調
ちょう

整
せい

しながら調
ちょう

理
り

しましょう。

　ガスヒーターを使
し

用
よう

している場
ば

合
あい

は、スイッチを切
き

った後
あと

もしばらくは暖
あたた

かさが持
じ

続
ぞく

するので、就
しゅう

寝
しん

や外
がい

出
しゅつ

の 15分
ふん

程
てい

度
ど

前
まえ

には切
き

るよう心
こころ

がけましょう。また、フィルターが詰
つ

まると暖
だん

房
ぼう

効
こう

率
りつ

が下
さ

がるため、こまめに掃
そう

除
じ

するようにしま

しょう。

水
すい

道
どう

代
だい

　水
みず

の流
りゅう

出
しゅつ

量
りょう

を調
ちょう

節
せつ

する節
せっ

水
すい

コ

マという器
き

具
ぐ

があり、一
いっ

般
ぱん

用
よう

蛇
じゃ

口
ぐち

に取
と

り付
つ

けると、1分
ぷん

間
かん

に最
さい

大
だい

で 6 リッ

トル節
せっ

水
すい

できます。（レバー式
しき

の蛇
じゃ

口
ぐち

には装
そう

着
ちゃく

できません。）

節
せっ

水
すい

コマは水
すい

道
どう

局
きょく

で無
む

料
りょう

で配
はい

布
ふ

しています。

　また、洗
せん

髪
ぱつ

や歯
は

磨
みが

きの時
とき

に水
みず

やお湯
ゆ

を流
なが

したままにしない、

食
しょっ

器
き

は水
みず

をためて洗
あら

うなど意
い

識
しき

して行
おこな

うようにしましょう。

食
しょく

費
ひ

　新
しん

聞
ぶん

に入
はい

っているスーパーマーケッ

トなどのチラシのチェックはとても有
ゆう

効
こう

です。閉
へい

店
てん

前
まえ

の値
ね

引
び

きや特
とく

売
ばい

品
ひん

、値
ね

引
び

きクーポン券
けん

などを活
かつ

用
よう

して買
か

い物
もの

をしましょう。

東
とう

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

雇
こ

用
よう

サービスセンター

対
たい

象
しょう

　①日
に

本
ほん

で就
しゅう

職
しょく

を希
き

望
ぼう

する外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

の方
かた

　②専
せん

門
もん

的
てき

・技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

分
ぶん

野
や

の在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

の方
かた

※通
つう

訳
やく

：英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

（ただし指
し

定
てい

された日
ひ

。電
でん

話
わ

で確
かく

認
にん

してください。）

住
じゅう

所
しょ

　港
みなと

区
く

六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

3-2-21　六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

ジョブパーク地
ち

下
か

1階
かい

電
でん

話
わ

　03-3588-8369

受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

　8:30～ 17:15（土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

及
およ

び年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

は

休
やす

み）

やまつ

新
しん

宿
じゅく

外
がい

国
こく

人
じん

雇
こ

用
よう

支
し

援
えん

・指
し

導
どう

センター

①日
に

本
ほん

人
じん

の配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

等
とう

、定
てい

住
じゅう

者
しゃ

などの就
しゅう

労
ろう

に制
せい

限
げん

のない在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

の方
かた

　②アルバイトを希
き

望
ぼう

する外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

・就
しゅう

学
がく

生
せい

の方
かた

※通
つう

訳
やく

：英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

（月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

）、スペイン語
ご

（木
もく

曜
よう

日
び

）、

ポルトガル語
ご

（金
きん

曜
よう

日
び

）

住
じゅう

所
しょ

　新
しん

宿
じゅく

区
く

歌
か

舞
ぶ

伎
き

町
ちょう

2-42-10　ハローワーク新
しん

宿
じゅく

1 階
かい

電
でん

話
わ

　03-3204-8609

受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

　8:30～17:15（土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

及
およ

び年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

は休
やす

み）

仕
し

事
ごと

探
さが

しのことは
日
に

本
ほん

で就
しゅう

職
しょく

を希
き

望
ぼう

する方
かた

や、アルバイトを希
き

望
ぼう

する留
りゅう

学
がく

生
せい

の方
かた

などの就
しゅう

職
しょく

相
そう

談
だん

・紹
しょう

介
かい

、在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

に関
かん

する相
そう

談
だん

などを行
おこな

っ

ています。

し と せつ やく じゅつ



4月
がつ

5月
がつ

6月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

花
はな

見
み

（新
しん

宿
じゅく

御
ぎょ

苑
えん

、新
しん

宿
じゅく

中
ちゅう

央
おう

公
こう

園
えん

、外
そと

堀
ぼり

周
しゅう

辺
へん

ほか）

上
じょう

旬
じゅん

新
しん

宿
じゅく

区
く

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

（1

学
がっ

期
き

）開
かい

始
し

1
と

0
お

日
か

（金
きん

） 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

サロン

中
ちゅう

旬
じゅん

～ ぼたん観
かん

賞
しょう

（薬
やく

王
おう

院
いん

）

2
は

0
つ

日
か

（月
げつ

）～

5月
がつ

5
いつ

日
か

（火
か

）

つつじまつり（皆
かい

中
ちゅう

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

）

5
いつ

日
か

（火
か

） こどもの日
ひ

8
よう

日
か

（金
きん

） 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

サロン

16日
にち

（土
ど

） 親
おや

子
こ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

開
かい

始
し

（7面
めん

参
さん

照
しょう

）

12日
にち

（金
きん

） 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

サロン

2
は

0
つ

日
か

（土
ど

） 日
に

本
ほん

語
ご

スピーチコンテス

ト「しゃべれおん’09」

（6面
めん

参
さん

照
しょう

）

中
ちゅう

旬
じゅん

頃
ごろ

（予
よ

定
てい

）

外
がい

国
こく

人
じん

のための高
こう

校
こう

進
しん

学
がく

講
こう

習
しゅう

会
かい

1
と

0
お

日
か

（金
きん

） 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

サロン

22日
にち

（水
すい

）～

25日
にち

（土
ど

）

神
か

楽
ぐら

坂
ざか

まつり

25日
にち

（土
ど

） 新
しん

宿
じゅく

エイサーまつり

7月
がつ

※開
かい

催
さい

日
び

は変
へん

更
こう

する場
ば

合
あい

があります。

　日
に

本
ほん

では地
ち

域
いき

によって差
さ

はありますが、3月
がつ

～ 5月
がつ

頃
ごろ

にかけてスギ

花
か

粉
ふん

が飛
ひ

散
さん

します。また、初
しょ

夏
か

にはカモガヤなどの花
か

粉
ふん

が飛
と

ぶので花
か

粉
ふん

症
しょう

に注
ちゅう

意
い

しましょう。

　くしゃみ、鼻
はな

水
みず

、鼻
はな

づまり、目
め

のかゆみ・充
じゅう

血
けつ

などのほか、発
はつ

熱
ねつ

や頭
ず

痛
つう

を伴
ともな

う場
ば

合
あい

もあります。

主
おも

な対
たい

処
しょ

法
ほう

・	メガネやマスク、スカーフ、帽
ぼう

子
し

を着
ちゃく

用
よう

する

・	家
いえ

に入
はい

る前
まえ

に衣
い

服
ふく

や髪
かみ

等
など

についた花
か

粉
ふん

をはらう

・	帰
かえ

ったら、手
て

・顔
かお

・目
め

・鼻
はな

を洗
あら

い、うがいをす

る

・	風
かぜ

の強
つよ

い晴
せい

天
てん

の日
ひ

は、窓
まど

を開
あ

けっ放
ぱな

しにしない

・	室
しつ

内
ない

の掃
そう

除
じ

をこまめにする

・	十
じゅう

分
ぶん

な睡
すい

眠
みん

をとる、栄
えい

養
よう

バランスのよい食
しょく

事
じ

をするなど、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

を改
かい

善
ぜん

する

新
しん

宿
じゅく

御
ぎょ

苑
えん

の桜
さくら

・	キッチン用
よう

品
ひん

は熱
ねっ

湯
とう

か漂
ひょう

白
はく

剤
ざい

で消
しょう

毒
どく

して、しっかり乾
かん

燥
そう

させる。

・	食
しょく

品
ひん

はふた付
つ

き容
よう

器
き

に入
い

れるか、ラップで包
つつ

む。

　6月
がつ

から 7月
がつ

頃の雨
あめ

が多
おお

い期
き

間
かん

のことを梅
つ

雨
ゆ

といいます。梅
つ

雨
ゆ

の

時
じ

期
き

は洪
こう

水
ずい

や土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

などの水
すい

害
がい

が起
お

こりやすくなります。事
じ

前
ぜん

に

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

の確
かく

認
にん

や非
ひ

常
じょう

持
も

ち出
だ

し袋
ぶくろ

の用
よう

意
い

などをして災
さい

害
がい

に備
そな

えてお

きましょう。

　また雨
あめ

が長
ちょう

期
き

にわたって続
つづ

くので、カビや食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

などによる健
けん

康
こう

被
ひ

害
がい

にも注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。

カビを防
ふ せ

ぐための主
お も

なポイント
・	窓

まど

を開
あ

けたり、換
かん

気
き

扇
せん

を回
まわ

して換
かん

気
き

を行
おこな

う。（雨
あめ

の日
ひ

などは湿
しっ

気
け

を

家
いえ

の中
なか

に入
い

れてしまうので逆
ぎゃく

効
こう

果
か

です。）

・	入
にゅう

浴
よく

の際
さい

は、石
せっ

鹸
けん

カスをシャワーなど

でよく洗
あら

い流
なが

す。入
にゅう

浴
よく

後
ご

は乾
かん

燥
そう

したタ

オルでよくふき取
と

ってから換
かん

気
き

する。

・	エアコンのフィルターをこまめに掃
そう

除
じ

する。

・	室
しつ

内
ない

に洗
せん

濯
たく

物
もの

を干
ほ

さない。　など

食
しょく

中
ちゅう

毒
ど く

予
よ

防
ぼ う

の主
お も

なポイント

　など

※	生
なま

で食
た

べる食
しょく

品
ひん

には特
とく

に

注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。また、

子
こ

どもは抵
てい

抗
こう

力
りょく

が弱
よわ

いの

で、生
なま

ものや卵
たまご

などを食
た

べさせる時
とき

は気
き

をつけま

しょう。

梅雨の時期はご注意を！
つ ゆ じ き ちゅう い

か ふん しょう き

花粉症に気をつけよう



●部
へ

屋
や

を探
さが

す前
まえ

に
・	インターネットや情

じょう

報
ほう

誌
し

、不
ふ

動
どう

産
さん

仲
ちゅう

介
かい

業
ぎょう

者
しゃ

で自
じ

分
ぶん

が希
き

望
ぼう

する地
ち

域
いき

・条
じょう

件
けん

での「家
や

賃
ちん

相
そう

場
ば

」を調
しら

べることが大
たい

切
せつ

です。

一
いっ

般
ぱん

に家
や

賃
ちん

の目
め

安
やす

は収
しゅう

入
にゅう

の3分
ぶん

の1程
てい

度
ど

と言
い

われています。

・	賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

に入
にゅう

居
きょ

するのにかかる初
しょ

期
き

費
ひ

用
よう

は、家
や

賃
ちん

の 5～

6か月
げつ

分
ぶん

程
てい

度
ど

が必
ひつ

要
よう

と言
い

われています。初
しょ

期
き

費
ひ

用
よう

は基
き

本
ほん

的
てき

に分
ぶん

割
かつ

払
ばら

いなどできませんので、前
まえ

もって用
よう

意
い

しておく

必
ひつ

要
よう

があります。

●不
ふ

動
どう

産
さん

仲
ちゅう

介
かい

業
ぎょう

者
しゃ

を訪
ほう

問
もん

する
・	印

いん

象
しょう

をよくするため、

きちんとした服
ふく

装
そう

で訪
ほう

問
もん

しましょう。

・	名
な

前
まえ

、職
しょく

業
ぎょう

、連
れん

絡
らく

先
さき

、

予
よ

算
さん

、希
き

望
ぼう

の地
ち

域
いき

・間
ま

取
ど

り、連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

の

有
う

無
む

、住
じゅう

居
きょ

を探
さが

してい

る理
り

由
ゆう

などを聞
き

かれま

すので事
じ

前
ぜん

に明
めい

確
かく

にし

ておきましょう。

・	日
に

本
ほん

語
ご

が不
ふ

得
とく

意
い

な人
ひと

は日
に

本
ほん

語
ご

が話
はな

せる人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に行
い

きま

しょう。

●部
へ

屋
や

を下
した

見
み

する
・	物

ぶっ

件
けん

の周
しゅう

辺
へん

を歩
ある

いて、できるだけ自
じ

分
ぶん

の目
め

で環
かん

境
きょう

を確
かく

認
にん

しま

しょう。（実
じっ

際
さい

に最
も

寄
よ

り駅
えき

まで歩
ある

いて所
しょ

要
よう

時
じ

間
かん

の確
かく

認
にん

をして

おくことも大
たい

切
せつ

です。）

・	壁
かべ

紙
がみ

や鍵
かぎ

、窓
まど

、水
みず

まわ

り、床
ゆか

などに破
は

損
そん

箇
か

所
しょ

がないか確
かく

認
にん

しましょ

う。また、日
ひ

当
あ

たりや

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の電
でん

波
ぱ

の入
はい

り

具
ぐ

合
あい

などもチェックし

ておきましょう。

●入
にゅう

居
きょ

を申
もう

し込
こ

む
・	申

もうし

込
こ

みには、入
にゅう

居
きょ

申
もうし

込
こみ

書
しょ

（不
ふ

動
どう

産
さん

会
がい

社
しゃ

で用
よう

意
い

）、パスポー

ト・外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

、勤
きん

務
む

先
さき

の名
めい

刺
し

などが必
ひつ

要
よう

です。

・	契
けい

約
やく

にあたっては連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

が必
ひつ

要
よう

です。連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

が

いない場
ば

合
あい

、家
や

賃
ちん

債
さい

務
む

保
ほ

証
しょう

会
がい

社
しゃ

などに依
い

頼
らい

できることも

ありますので不
ふ

動
どう

産
さん

仲
ちゅう

介
かい

業
ぎょう

者
しゃ

に相
そう

談
だん

してください。

・借
か

りる部
へ

屋
や

に同
どう

居
きょ

人
にん

がいる場
ば

合
あい

は、

家
や

主
ぬし

に届
とど

け出
で

なけ

ればなりません。

届
とど

け出
で

をしなかっ

た場
ば

合
あい

は退
たい

去
きょ

させ

られることもあり

ます。

●契
けい

約
やく

する
・	契

けい

約
やく

の前
まえ

に契
けい

約
やく

の重
じゅう

要
よう

事
じ

項
こう

について説
せつ

明
めい

されますので、わ

からないことはしっかり確
かく

認
にん

しておきましょう。契
けい

約
やく

書
しょ

に

署
しょ

名
めい

する前
まえ

に、敷
しき

金
きん

・礼
れい

金
きん

などの金
きん

額
がく

、更
こう

新
しん

料
りょう

の有
う

無
む

と金
きん

額
がく

、原
げん

状
じょう

回
かい

復
ふく

の条
じょう

件
けん

なども確
かく

認
にん

してください。また、契
けい

約
やく

書
しょ

の内
ない

容
よう

もよく読
よ

み、理
り

解
かい

してから署
しょ

名
めい

してください。

契
けい

約
やく

時
じ

に必
ひつ

要
よう

なもの

・	外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

原
げん

票
ぴょう

記
き

載
さい

事
じ

項
こう

証
しょう

明
めい

書
しょ

、パスポート、所
しょ

得
とく

証
しょう

明
めい

書
しょ

、在
ざい

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

など

・	連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

の所
しょ

得
とく

証
しょう

明
めい

書
しょ

、印
いん

鑑
かん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

など

・	初
しょ

期
き

費
ひ

用
よう

（敷
しき

金
きん

・礼
れい

金
きん

・仲
ちゅう

介
かい

手
て

数
すう

料
りょう

、家
や

賃
ちん

、共
きょう

益
えき

費
ひ

など）

●入
にゅう

居
きょ

する
・	部

へ

屋
や

の鍵
かぎ

は解
かい

約
やく

時
じ

に返
かえ

すのでなくさないよう注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

で

す。また、無
む

断
だん

で合
あい

鍵
かぎ

を作
つく

ってはいけません。

・	電
でん

気
き

・ガス・水
すい

道
どう

の利
り

用
よう

については、住
じゅう

宅
たく

によって異
こと

なる

ため、家
や

主
ぬし

や不
ふ

動
どう

産
さん

仲
ちゅう

介
かい

業
ぎょう

者
しゃ

に確
かく

認
にん

しましょう

がいがい

外国人の部屋探し＆

住まいのルール
特
と く

集
し ゅ う こく じん へ や さが

す

　みなさんは自
じ

分
ぶん

で部
へ

屋
や

探
さが

しをしたことがありますか？日
に

本
ほん

の住
じゅう

宅
たく

に関
かん

する習
しゅう

慣
かん

は独
どく

特
とく

で、知
ち

識
しき

不
ぶ

足
そく

のために手
て

続
つづ

きがうまく

進
すす

まなかったり、あとからトラブルになったりする場
ば

合
あい

があります。

　また、実
じっ

際
さい

に住
す

み始
はじ

めてからも、共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

のルールを守
まも

らないと近
きん

隣
りん

の方
かた

とのトラブルに発
はっ

展
てん

することもあります。

　部
へ

屋
や

探
さが

しに必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

と共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

のルールを身
み

につけ、充
じゅう

実
じつ

した新
しん

宿
じゅく

生
せい

活
かつ

を送
おく

ってください。



　自
じ

分
ぶん

では何
なに

気
げ

なく行
おこな

っている行
こう

為
い

が他
ほか

の人
ひと

には不
ふ

快
かい

に感
かん

じ

られ、近
きん

隣
りん

の方
かた

とトラブルに発
はっ

展
てん

する場
ば

合
あい

もあります。相
あい

手
て

を思
おも

いやり、お互
たが

いが気
き

持
も

ちよく生
せい

活
かつ

できるよう心
こころ

がけま

しょう。

・	家
や

主
ぬし

の許
きょ

可
か

なく友
とも

達
だち

を長
ちょう

期
き

に渡
わた

って自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

に住
す

まわせ

てはいけません。

・排
はいすいこう

水溝に油
あぶら

や生
なま

ごみ、髪
かみ

の毛
け

などを直
ちょくせつなが

接流してはいけませ

ん。油
あぶら

は新
しんぶんし

聞紙などで吸
す

い取
と

ってから燃
も

えるごみに捨
す

てて

ください。

・日
にほ ん

本の住
じゅうたく

宅では、壁
かべ

に釘
くぎ

を打
う

ったり穴
あな

をあけたりする行
こう い

為

や壁
かべ

の色
いろ

を塗
ぬ

り変
か

えることは一
いっぱんてき

般的に認
みと

められていませ

ん。契
けいやくしょ

約書の禁
きんし じ こ う

止事項を確
かくにん

認しましょう。 

覚
おぼ

えておきたい主
おも

な不
ふ

動
どう

産
さん

用
よう

語
ご

・	ごみ・資
し

源
げん

はきちんと分
ふん

別
べつ

し、決
き

められた場
ば

所
しょ

・種
しゅ

類
るい

・曜
よう

日
び

・時
じ

間
かん

などを守
まも

って出
だ

しましょう。

・	夜
や

間
かん

や早
そう

朝
ちょう

は、大
おお

声
ごえ

での会
かい

話
わ

、テレビや楽
がっ

器
き

の音
おと

、掃
そう

除
じ

機
き

や洗
せん

濯
たく

機
き

、ドアの開
かい

閉
へい

などに注
ちゅう

意
い

しましょう。

・	集
しゅう

合
ごう

住
じゅう

宅
たく

では、廊
ろう

下
か

や階
かい

段
だん

などの共
きょう

用
よう

部
ぶ

分
ぶん

には私
し

物
ぶつ

やご

みなどは置
お

いてはいけません。

■敷
しき

金
きん

　家
や

賃
ちん

やその他
ほか

の賃
ちん

貸
たい

借
しゃく

契
けい

約
やく

上
じょう

の債
さい

務
む

を担
たん

保
ぽ

するため

オーナーに預
あず

ける金
きん

銭
せん

（通
つう

常
じょう

、家
や

賃
ちん

の 1～ 2ヵ月
げつ

分
ぶん

）で、

契
けい

約
やく

が終
しゅう

了
りょう

し部
へ

屋
や

を明
あ

け渡
わた

すときに全
ぜん

額
がく

返
へん

金
きん

されます

が、家
や

賃
ちん

の滞
たい

納
のう

や部
へ

屋
や

の使
し

用
よう

状
じょう

況
きょう

により原
げん

状
じょう

回
かい

復
ふく

費
ひ

用
よう

がかかるときは差
さ

し引
ひ

かれます。

■礼
れい

金
きん

　オーナーに対
たい

する入
にゅう

居
きょ

の謝
しゃ

礼
れい

で、法
ほう

的
てき

根
こん

拠
きょ

はありませ

んが、日
に

本
ほん

では慣
かん

行
こう

として支
し

払
はら

われます（通
つう

常
じょう

、家
や

賃
ちん

の

1～ 2ヵ月
げつ

分
ぶん

）。返
へん

金
きん

されないお金
かね

です。最
さい

近
きん

では、礼
れい

金
きん

なしで入
にゅう

居
きょ

できる部
へ

屋
や

もあります。

■仲
ちゅう

介
かい

手
て

数
すう

料
りょう

　賃
ちん

貸
たい

借
しゃく

契
けい

約
やく

の際
さい

、不
ふ

動
どう

産
さん

仲
ちゅう

介
かい

業
ぎょう

者
しゃ

に支
し

払
はら

う手
て

数
すう

料
りょう

です（通
つう

常
じょう

、家
や

賃
ちん

の 1ヵ月
げつ

分
ぶん

＋消
しょう

費
ひ

税
ぜい

）。

■共
きょう

益
えき

費
ひ

（管
かん

理
り

費
ひ

）
　階

かい

段
だん

や廊
ろう

下
か

など共
きょう

用
よう

部
ぶ

分
ぶん

の高
こう

熱
ねつ

水
すい

費
ひ

や清
せい

掃
そう

費
ひ

、維
い

持
じ

管
かん

理
り

費
ひ

などの費
ひ

用
よう

です。

■家
や

賃
ちん

　部
へ

屋
や

を借
か

りるための料
りょう

金
きん

で、月
げつ

末
まつ

までに翌
よく

月
げつ

分
ぶん

を前
まえ

払
ばら

いすることが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。支
し

払
はらい

方
ほう

法
ほう

は契
けい

約
やく

の際
さい

に確
かく

認
にん

しましょう。

■連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

　家
や

賃
ちん

の不
ふ

払
ばら

いや部
へ

屋
や

の明
あ

け渡
わた

し時
じ

の修
しゅう

繕
ぜん

費
ひ

用
よう

が払
はら

え

なくなった場合に、代
か

わりに費
ひ

用
よう

を支
し

払
はら

う人
ひと

のことで

す。賃
ちん

貸
たい

借
しゃく

契
けい

約
やく

にあたっては、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

が必
ひつ

要
よう

になります。また、連
れん

帯
たい

保
ほ

証
しょう

人
にん

には一
いっ

定
てい

以
い

上
じょう

の

収
しゅう

入
にゅう

が求
もと

められます。

■間
ま ど

取り
　日

に ほ ん

本では、間
ま ど

取りを

「２LDK」などと表
あらわ

し

ます。「L」は居
い ま

間、「D」

は食
しょくどう

堂、「K」は台
だいどころ

所で

す。「２LDK」は、居
い ま

間

と食
しょくどう

堂と台
だいどころ

所を兼
か

ねた

部
へ や

屋のほかに２部
へ や

屋あ

ることを表
あらわ

します。

玄
げん

関
かん

洋
よう

室
しつ 洗

せん

面
めん

脱
だつ

衣
い

室
しつ

洗
せん

濯
たく

機
き

置
お

き場
ば

トイレ
浴
よく

室
しつ

LDK
リビング・
ダイニング・
キッチン

和
わ

室
しつ

バルコニー

2LDK

物も
の

入い
れ

物
もの

入
いれ

ルールを守
ま も

って
生
せ い

活
か つ

しよう！

注
ちゅう

意
い

したい生
せ い

活
か つ

ルール・マナー



しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ

TEL	03-5291-5171　FAX	03-5291-5172

kokusai@shinjukubunka.or.jp

〒 160-0021新
しん

宿
じゅく

区
く

歌
か

舞
ぶ

伎
き

町
ちょう

2-44-1　ハイジア11階
かい

JR新
しん

宿
じゅく

駅
えき

東
ひがし

口
ぐち

から徒
と

歩
ほ

10分
ぷん

　西
せい

武
ぶ

新
しん

宿
じゅく

駅
えき

より徒
と

歩
ほ

5分
ふん

午
ご

前
ぜん

9：00～午
ご

後
ご

9：00

毎
まい

月
つき

第
だい

2・4水
すい

曜
よう

日
び

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12月
がつ

29日
にち

～翌
よく

年
ねん

の 1月
がつ

3
みっ

日
か

）

http://www.shinjukubunka.or.jp/tabunka/japanese/

申
もうし

込
こ

み先
さき

・問
とい

合
あわ

せ

E - m a i l

場
ば

所
しょ

開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

休
きゅう

館
かん

日
び

U R L

新
しんじゅく

宿プリンスホテル

大
おおくぼ

久保へ 職
しょくあんどお

安通り

西
せいぶしんじゅくえき

武新宿駅

新
しんじゅくくやくしょ

宿区役所

スタジオアルタ

花
はなぞのじんじゃ

園神社
靖
やすくにどお

国通り

ルミネエスト
新

しんじゅくどお宿通り

新
しんじゅくえき

宿駅
甲
こうしゅうかいどう

州街道
しんじゅく多

た ぶん か きょう せい

文化共生プラザ
( ハイジア 11 階

かい

)

日本語スピーチコンテスト「しゃべれおん　09」
に挑戦しませんか？

に ほん ご

ちょう せん

日
にち

時
じ

6月
がつ

2
は

0
つ

日
か

（土
ど

）午
ご

後
ご

0時
じ

30分
ぷん

～ 4時
じ

30分
ぷん

会
かい

場
じょう

新
しん

宿
じゅく

文
ぶん

化
か

センター3階
かい

小
しょう

ホール（新
しん

宿
じゅく

6-14-1）

資
し

格
かく

・定
てい

員
いん

区
く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

勤
きん

・在
ざい

学
がく

で、母
ぼ

語
ご

が日
に

本
ほん

語
ご

以
い

外
がい

の方
かた

15 名
めい

程
てい

度
ど

。在
ざい

日
にち

期
き

間
かん

2年
ねん

以
い

内
ない

の方
かた

に限
かぎ

ります。応
おう

募
ぼ

多
た

数
すう

の場
ば

合
あい

は事
じ

前
ぜん

審
しん

査
さ

あり

テ ー マ 原
げん

則
そく

自
じ

由
ゆう

（未
み

発
はっ

表
ぴょう

のものに限
かぎ

る）

申
もうし

込
こみ

方
ほう

法
ほう

5月
がつ

15日
にち

（金
きん

）までに出
しゅつ

場
じょう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

、スピーチ予
よ

定
てい

のテーマ作
さく

文
ぶん

（日
に

本
ほん

語
ご

）を持
じ

参
さん

または郵
ゆう

送
そう

で提
てい

出
しゅつ

。

　日
ひ

頃
ごろ

の学
がく

習
しゅう

の成
せい

果
か

を披
ひ

露
ろう

して、7分
ふん

間
かん

のスピーチにあなたの熱
あつ

い想
おも

いを込
こ

めよう！

※募
ぼ

集
しゅう

要
よう

綱
こう

と出
しゅつ

場
じょう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

はしんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ、文
ぶん

化
か

観
かん

光
こう

国
こく

際
さい

課
か

（区
く

役
やく

所
しょ

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

1階
かい

）で配
はい

布
ふ

。またはプラザHPからダウンロードしてください。

—『しゃべれおん』に出
しゅつ

場
じょう

しようと思
おも

ったきっかけは？

　私
わたし

はもともと人
ひと

前
まえ

で話
はな

すことが好
す

きなのです。日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

す

ことが怖
こわ

いと思
おも

ったこともありましたが、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちを伝
つた

え

るためには話
はな

すしかありませんからね。

　以
い

前
ぜん

、戦
せん

争
そう

で離
はな

れ離
ばな

れになった家
か

族
ぞく

のテレビ番
ばん

組
ぐみ

を見
み

たとき

に感
かん

じた思
おも

いを多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

えたいと思
おも

い、コンテストに挑
ちょう

戦
せん

することにしたのです。

—将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

は何
なに

ですか？

　私
わたし

は国
こく

費
ひ

留
りゅう

学
がく

生
せい

なので、大
だい

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

にはカザフスタンで働
はたら

くことになっています。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

、めざましい発
はっ

展
てん

を

遂
と

げ急
きゅう

速
そく

に経
けい

済
ざい

大
たい

国
こく

となった日
に

本
ほん

の経
けい

営
えい

システムを学
まな

び、まだ

パソコンの普
ふ

及
きゅう

率
りつ

が低
ひく

いカザフスタンの IT 関
かん

連
れん

分
ぶん

野
や

の発
はっ

展
てん

に

貢
こう

献
けん

したいと思
おも

っています。また語
ご

学
がく

力
りょく

を活
い

かして翻
ほん

訳
やく

や通
つう

訳
やく

にも貢
こう

献
けん

したいです。

—日
に

本
ほん

の印
いん

象
しょう

はどうですか？

　日
に

本
ほん

人
じん

の規
き

則
そく

正
ただ

しさ、勤
きん

勉
べん

さには驚
おどろ

きました。特
とく

に時
じ

間
かん

に正
せい

確
かく

なところはすばらし

い習
しゅう

慣
かん

だと思
おも

います。母
ぼ

国
こく

では約
やく

束
そく

の時
じ

間
かん

に 30 分
ぷん

位
くらい

遅
おく

れることは普
ふ

通
つう

ですから

（笑
わらい

）。時
じ

間
かん

を守
まも

らないと、だ

らしない人
ひと

だと思
おも

わ

れてしまうので注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

ですね。

『しゃべれおん ′08』優
ゆう

勝
しょう

者
しゃ

　突
とつ

撃
げき

インタビュー
バシロワ・アイヌラさん

カザフスタン出
しゅっ

身
しん

現
げん

在
ざい

新
しん

宿
じゅく

日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

。

4月
がつ

から東
とう

海
かい

大
だい

学
がく

情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

学
がく

部
ぶ

に進
しん

学
がく

予
よ

定
てい

。

「日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

がとても気
き

に入
い

ってま

す」と笑
え

顔
がお

で話
はな

してくれました。

—日
に

本
ほん

語
ご

習
しゅう

得
とく

のコツは何
なん

でしょう？

　日
に

本
ほん

の映
えい

画
が

を観
み

て、わからない単
たん

語
ご

や表
ひょう

現
げん

が出
で

てきたら調
しら

べて

覚
おぼ

えるようにしています。ビデオは停
てい

止
し

、巻
ま

き戻
もど

しが自
じ

由
ゆう

にでき

るから便
べん

利
り

ですよ。１回
かい

覚
おぼ

えても、また忘
わす

れてしまうことがある

ので、何
なん

ヶ月
げつ

か後
あと

に同
おな

じ映
えい

画
が

を観
み

て復
ふく

習
しゅう

するようにしています。

　また、日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

す機
き

会
かい

を増
ふ

やすこ

とも大
たい

切
せつ

です。日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

の中
ちゅう

国
ごく

人
じん

と

韓
かん

国
こく

人
じん

の友
とも

達
だち

とは日
に

本
ほん

語
ご

を共
きょう

通
つう

語
ご

に会
かい

話
わ

をするしかありませんが、国
こく

籍
せき

や母
ぼ

語
ご

が違
ちが

っても、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちは相
あい

手
て

に

伝
つた

わると思
おも

っています。日
に

本
ほん

人
じん

には、

私
わたし

たちの会
かい

話
わ

が不
ふ

思
し

議
ぎ

に見
み

えるかもし

れませんけど（笑
わらい

）。

—これから日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

する方
かた

々
がた

へアドバイスを

　カザフスタンから来
く

る後
こう

輩
はい

にいつも言
い

うことですが、まず日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

・習
しゅう

慣
かん

を受
う

け入
い

れ、好
す

きになることが大
たい

切
せつ

です。そう

すれば日
に

本
ほん

のいろいろなものに自
し

然
ぜん

と興
きょう

味
み

が湧
わ

き、勉
べん

強
きょう

に対
たい

す

る意
い

欲
よく

が高
たか

まると思
おも

いますよ。

「世
せ

界
かい

平
へい

和
わ

」についてのス

ピーチで見
み

事
ごと

優
ゆう

勝
しょう

昨
さく

年
ねん

の『しゃべれおん′08』で見
み

事
ごと

優
ゆう

勝
しょう

に輝
かがや

いた、バシロワ・アイヌラさんにお話
はなし

を

伺
うかが

いました。

日本語スピーチコンテスト「しゃべれおん　日本語スピーチコンテスト「しゃべれおん　09」09」

‘



　新
しん

宿
じゅく

区
く

では、留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

を続
つづ

けていくために経
けい

済
ざい

的
てき

援
えん

助
じょ

を

必
ひつ

要
よう

とし、成
せい

績
せき

優
ゆう

秀
しゅう

な外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

（15名
めい

予
よ

定
てい

）に、奨
しょう

励
れい

金
きん

（年
ねん

額
がく

24万
まん

円
えん

）を支
し

給
きゅう

（一
いち

年
ねん

間
かん

分
ぶん

）します。

対
たい

 象
しょう

	以
い

下
か

の条
じょう

件
けん

全
すべ

てに当
あ

てはまる方
かた

①	在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

が「留
りゅう

学
がく

」で、国
こく

費
ひ

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

以
い

外
がい

の方
かた

、外
がい

国
こく

政
せい

府
ふ

派
は

遣
けん

留
りゅう

学
がく

生
せい

か私
し

費
ひ

留
りゅう

学
がく

生
せい

であること

②	区
く

内
ない

の大
だい

学
がく

院
いん

の修
しゅう

士
し

または博
はく

士
し

課
か

程
てい

、大
だい

学
がく

の学
がく

部
ぶ

、短
たん

期
き

大
だいが

学
く

の学
がっ

科
か

、専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

の専
せん

門
もん

課
か

程
てい

のいずれかに1年
ねん

以
い

上
じょう

在
ざい

籍
せき

し、今
こん

後
ご

も 1年
ねん

以
い

上
じょう

継
けい

続
ぞく

して在
ざい

籍
せき

する見
み

込
こ

みの

ある方
かた

③	新
しん

宿
じゅく

区
く

に外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

し、現
げん

に区
く

内
ない

に住
す

んでいる方
かた

④	学
がく

業
ぎょう

、人
じん

物
ぶつ

ともに優
すぐ

れ、留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

のために経
けい

済
ざい

的
てき

な援
えん

助
じょ

を

必
ひつ

要
よう

としている方
かた

新
し ん

宿
じゅく

区
く

外
が い

国
こ く

人
じ ん

留
りゅう

学
が く

生
せ い

学
が く

習
しゅう

奨
しょう

励
れ い

費
ひ

●その他
ほか

の奨
しょう

学
がく

金
きん

情
じょう

報
ほう

は、

独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

　日
に

本
ほん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

http://www.jasso.go.jp/study_j/scholarships.html

日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

情
じょう

報
ほう

データベースサイト

http://www.jpss.jp などでご覧
らん

いただくほか、各
かく

学
がっ

校
こう

窓
まど

口
ぐち

でご相
そう

談
だん

ください。

区
く

役
や く

所
し ょ

の組
そ

織
し き

が一
い ち

部
ぶ

移
い

転
て ん

します

※上
じょう

記
き

のほかにも移
い

転
てん

した組
そ

織
しき

がありますので事
じ

前
ぜん

に確
かく

認
にん

してください。区
く

役
やく

所
しょ

フロア図
ず

は、外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

ホームページ（1

面
めん

下
した

参
さん

照
しょう

）で見
み

ることができます。

　新
しん

宿
じゅく

区
く

役
やく

所
しょ

第
だい

二
に

分
ふん

庁
ちょう

舎
しゃ

分
ぶん

館
かん

が 4月
がつ

（予
よ

定
てい

）に開
かい

設
せつ

します。

それに伴
ともな

い、一
いち

部
ぶ

の組
そ

織
しき

が移
い

転
てん

しますので来
らい

庁
ちょう

の際
さい

はご注
ちゅう

意
い

ください。

組
そ

織
しき

名
めい

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう 移

い

転
てん

前
まえ

移
い

転
てん

後
ご

主
おも

な業
ぎょう

務
む

内
ない

容
よう

健
けん

康
こう

推
すい

進
しん

課
か

03-5273-3047

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

7 階
かい

第二分庁舎

分館1階
かい

母
ぼ

子
し

健
けん

康
こう

手
て

帳
ちょう

の交
こう

付
ふ

、

健
けん

（検
けん

）診
しん

のご案
あん

内
ない

など

保
ほ

健
けん

予
よ

防
ぼう

課
か

03-5273-3859

第
だい

二
に

分
ぶん

庁
ちょう

舎
しゃ

3 階
かい

第二分庁舎

分館1階
かい

予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

票
ひょう

の交
こう

付
ふ

、

HIV 相
そう

談
だん

等
など

住
じゅう

宅
たく

課
か

03-5273-3567

第
だい

一
いち

分
ぶん

庁
ちょう

舎
しゃ

6 階
かい

本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

7 階
かい

民
みん

間
かん

賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

家
や

賃
ちん

助
じょ

成
せい

、区
く

営
えい

・区
く

民
みん

住
じゅう

宅
たく

の入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

など

　日
に

本
ほん

語
ご

適
てき

応
おう

指
し

導
どう

を終
しゅう

了
りょう

した児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

に、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

や教
きょう

科
か

学
がく

習
しゅう

の支
し

援
えん

を行
おこな

います。詳
くわ

しくは

お問
と

い合
あ

わせください。

し ん

●
じ ゅ く

Ḿ
く り つ

꞉
し ょ う ち ゅ う

ב
が っ

Ἰ
こ う

Ǚ

Ƹƿǹ₅
じ ど う せ い と

Ǧǜ
に ほ ん

ἇ
ご

ȖȾùȩ

₂
じ

Ḟ
ぎ ょ う

ƺ“
は じ

ǬǸǬǇ

申
もうし

込
こ

み 募
ぼ

集
しゅう

は毎
まい

年
とし

5 月
がつ

の予
よ

定
てい

です。応
おう

募
ぼ

は在
ざい

籍
せき

する学
がっ

校
こう

の担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

へお申
もう

し込
こ

みください。

学
がっ

校
こう

内
ない

の推
すい

薦
せん

を経
へ

て、さらに区
く

の選
せん

考
こう

で最
さい

終
しゅう

決
けっ

定
てい

します。

問
とい

合
あわ

せ 	文
ぶん

化
か

観
かん

光
こう

国
こく

際
さい

課
か

　03-5273-3504

　親
おや

子
こ

で楽
たの

しく日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びません

か？託
たく

児
じ

付
つ

きなの

で乳
にゅう

幼
よう

児
じ

のお子
こ

さんがいる方
かた

も安
あん

心
しん

して勉
べん

強
きょう

できま

す！参
さん

加
か

料
りょう

は 無
む

料
りょう

（ただし保
ほ

険
けん

料
りょう

500円
えん

）。

日
にち

 時
じ

　5月
がつ

16日
にち

～ 7月
がつ

18日
にち

の毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

会
かい

 場
じょう

　大
おお

久
く

保
ぼ

小
しょう

学
がっ

校
こう

（大
おお

久
く

保
ぼ

1-1-21）

申
もうし

込
こ

み　しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ

　　　　TEL03-5291-5171

親
お や

子
こ

日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

 
た の

ɯɧ 
ま な

ʔɞǲ

対
たい

 象
しょう

区
く

立
りつ

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

籍
せき

する日
に

本
ほん

語
ご

の初
しょ

期
き

指
し

導
どう

（日
に

本
ほん

語
ご

適
てき

応
おう

指
し

導
どう

）終
しゅう

了
りょう

の児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

会
かい

 場
じょう

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の在
ざい

籍
せき

する各
かく

区
く

立
りつ

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

期
き

 間
かん

2009年
ねん

6月
がつ

～ 2010年
ねん

3月
がつ

時
じ

 間
かん

放
ほう

課
か

後
ご

～午
ご

後
ご

5時
じ

まで（約
やく

1時
じ

間
かん

半
はん

）、

週
しゅう

2 回
かい

内
ない

 容
よう

小
しょう

学
がっ

校
こう

→主
おも

にコミュニケーション能
のう

力
りょく

の

向
こうじょう

上中
ちゅう

学
がっ

校
こう

→主
おも

に教
きょう

科
か

学
がく

習
しゅう

問
とい

合
あわ

せ 教
きょう

育
いく

指
し

導
どう

課
か

教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

係
かかり

　

03-5273-4237



	シェアの活
かつ

動
どう

について教
おし

えてください

　シェアは、1979

～ 1980 年
ねん

にかけ

て、タイの難
なん

民
みん

キャ

ンプにおいてイン

ドシナ難
なん

民
みん

への救
きゅう

援
えん

活
かつ

動
どう

を行
おこな

った医
い

療
りょう

関
かん

係
けい

者
しゃ

が中
ちゅう

心
しん

と

なって1983年
ねん

に設
せつ

立
りつ

されました。

	 　途
と

上
じょう

国
こく

における地
ち

域
いき

保
ほ

健
けん

活
かつ

動
どう

、エイズの予
よ

防
ぼう

啓
けい

発
はつ

、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

の在
ざい

日
にち

外
がい

国
こく

人
じん

の健
けん

康
こう

支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

な

ど、国
こく

内
ない

外
がい

で保
ほ

健
けん

医
い

療
りょう

、健
けん

康
こう

に関
かん

する活
かつ

動
どう

を幅
はば

広
ひろ

く行
おこな

うことで、すべての人
ひと

々
びと

が心
しん

身
しん

共
とも

に健
けん

康
こう

に

暮
く

らせる社
しゃ

会
かい

が実
じつ

現
げん

することを目
めざ

指しています。	

	在
ざい

日
にち

外
がい

国
こく

人
じん

向
む

けの健
けん

康
こう

支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

は具
ぐ

体
たい

的
てき

にどのよう

な活
かつ

動
どう

を行
おこな

っていますか？

	　さまざまな団
だん

体
たい

や行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

と協
きょう

力
りょく

しながら、外
がい

国
こく

人
じん

が集
あつ

まりやすい教
きょう

会
かい

や公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

などで無
む

料
りょう

出
しゅっ

張
ちょう

健
けん

康
こう

相
そう

談
だん

会
かい

を実
じっ

施
し

しています。血
けつ

圧
あつ

測
そく

定
てい

や尿
にょう

検
けん

査
さ

、

医
い

科
か

・歯
し

科
か

・栄
えい

養
よう

相
そう

談
だん

などを提
てい

供
きょう

しています。また

行
ぎょう

政
せい

が実
じっ

施
し

する結
けっ

核
かく

検
けん

診
しん

との連
れん

携
けい

で胸
きょう

部
ぶ

X線
せん

写
しゃ

真
しん

の

撮
さつ

影
えい

も可
か

能
のう

です。相
そう

談
だん

の結
けっ

果
か

、治
ち

療
りょう

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は、

言
こと

葉
ば

の支
し

援
えん

も考
こう

慮
りょ

しながら、通
つう

院
いん

可
か

能
のう

な診
しん

療
りょう

所
じょ

や病
びょう

院
いん

を紹
しょう

介
かい

します。

　　　このほかにも、無
む

料
りょう

で医
い

療
りょう

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

も 行
おこなって

ってい

ます。経
けい

済
ざい

的
てき

な理
り

由
ゆう

や言
こと

葉
ば

の壁
かべ

などで医
い

療
りょう

を受
う

けることが困
こん

難
なん

な外
がい

国
こく

人
じん

の相
そう

談
だん

に

対
たい

応
おう

します。お気
き

軽
がる

にお問
とい

い合
あ

わせくだ

さい。

　　　さらに、都
と

内
ない

保
ほ

健
けん

所
じょ

の結
けっ

核
かく

患
かん

者
じゃ

療
りょう

養
よう

支
し

援
えん

を手
て

伝
つだ

っ

たり、在
ざい

日
にち

タイ人
じん

のための電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

をタイ人
じん

ボラン

ティアと 行
おこなった

ったり、外
がい

国
こく

人
じん

の健
けん

康
こう

づくりをサポー

トしています。

	どのような方
かた

が活
かつ

動
どう

されているのですか？

	　現
げん

在
ざい

は医
い

療
りょう

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

だけでなく、元
もと

銀
ぎん

行
こう

員
いん

、元
もと

旅
りょ

行
こう

代
だい

理
り

店
てん

、といった多
た

様
よう

なバックグラウンドを持
も

つ

人
ひと

びとがスタッフとして関
かか

わり、学
がく

生
せい

・主
しゅ

婦
ふ

・会
かい

社
しゃ

員
いん

など多
おお

くの方
かた

々
がた

が会
かい

員
いん

やボランティアとしてシェ

アの活
かつ

動
どう

を支
ささ

えています。

	 　また、東
とう

京
きょう

都
と

、東
とう

京
きょう

都
と

結
けっ

核
かく

予
よ

防
ぼう

会
かい

と協
きょう

力
りょく

して実
じっ

施
し

している「外
がい

国
こく

人
じん

結
けっ

核
かく

患
かん

者
じゃ

に対
たい

する治
ち

療
りょう

・服
ふく

薬
やく

支
し

援
えん

員
いん

制
せい

度
ど

」は、外
がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

々
がた

も通
つう

訳
やく

ボランティアとして活
かつ

動
どう

しています。そのおかげで現
げん

在
ざい

、英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

など 12言
げん

語
ご

で結
けっ

核
かく

患
かん

者
じゃ

さんの支
し

援
えん

ができるよう

になっています。みなさんもぜひ協
きょう

力
りょく

してください。

	在
ざい

日
にち

外
がい

国
こく

人
じん

にアドバイスをお願
ねが

いします

	　病
びょう

気
き

は、発
はっ

見
けん

が早
はや

ければ早
はや

いほど少
すく

な

い負
ふ

担
たん

で治
なお

すことが

できます。忙
いそが

しかっ

たり医
い

療
りょう

費
ひ

の負
ふ

担
たん

が心
しん

配
ぱい

であっても、

早
はや

めに検
けん

査
さ

を受
う

けることを勧
すす

めます。重
おも

い病
びょう

気
き

が見
み

つかって困
こま

ったときには、どうやって治
ち

療
りょう

を受
う

ける

ことができるのか一
いっ

緒
しょ

に相
そう

談
だん

していきましょう。

「しんじゅくニュース」は再
さいせい

生紙
し

を利
り

用
よう

しています。

　

共
とも

に生
い

きる 　日
に

本
ほん

語
ご

が不
ふ

得
とく

意
い

なために気
き

軽
がる

に医
い

療
りょう

機
き

関
かん

にかかることができず、自
じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

につい

て不
ふ

安
あん

になったことはありませんか？

　特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

シェア＝国
こく

際
さい

保
ほ

健
けん

協
きょう

力
りょく

市
し

民
みん

の会
かい

（以
い

下
か

「シェア」）では、無
む

料
りょう

出
しゅっ

張
ちょう

健
けん

康
こう

相
そう

談
だん

会
かい

や外
がい

国
こく

人
じん

結
けっ

核
かく

患
かん

者
じゃ

療
りょう

養
よう

支
しえん

援などを通
とお

して、医
い

療
りょう

サービスを受
う

けるこ

とが困
こん

難
なん

な在
ざい

日
にち

外
がい

国
こく

人
じん

の健
けん

康
こう

が維
い

持
じ

・増
ぞう

進
しん

できるよう保
ほ

健
けんい

医
りょう

療
かつ

活
どう

動を行
おこな

っています。

　今
こん

回
かい

は、シェアの副
ふく

代
だい

表
ひょう

理
り

事
じ

である沢
さわ

田
だ

貴
たか

志
し

医
い

師
し

にシェアの活
かつ

動
どう

や健
けん

康
こう

面
めん

のアドバ

イスを伺
うかが

いました。

　多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

とは、国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

などの

異
こと

なる人
ひと

々
びと

が互
たが

いの文
ぶん

化
か

的
てき

違
ちが

いを認
みと

め、

理
り

解
かい

しあい、共
とも

に生
い

きていくことです。

　ここでは、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の最
さい

前
ぜん

線
せん

をレ

ポートします。

外
が い

国
こ く

人
じ ん

の健
け ん

康
こ う

をサポートします
特
と く

定
て い

非
ひ

営
え い

利
り

活
か つ

動
ど う

法
ほ う

人
じ ん

シェア＝国
こ く

際
さ い

保
ほ

健
け ん

協
きょう

力
りょく

市
し

民
み ん

の会
か い

●外
がい

国
こく

人
じん

医
い

療
りょう

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

【日
にち

、英
えい

】03-5807-7581

（月
げつ

～金
きん

　10：00～ 17：00）

【タイ語
ご

】080-3791-3630

( 木
もく

　9：00〜16：00、土
ど

　17：00〜22：00)


